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学校管理下における熱中症死亡数（1960年～2011年） 
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中学校・高等学校発生時活動 
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学校管理下における死亡発生状況（1975～2011） 



日本体育協会 スポーツ活動中の熱中症予防ガイドブック（2013） 



 



暑さに対する慣れ（暑熱順化）の影響 
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スポーツ種目別発生数（2012) 
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熱中症発生時の気温と湿度の関係 
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屋内スポーツ活動時の予防対策 
 
○窓・扉を開け、換気をよくする 
○気流を積極的に設ける 
○水分の補給を積極的に 
 



スポーツ種目別発生数 
（屋内スポーツ 201２） 

日本スポーツ振興センター（2013） 

発生件数 発生頻度（対競技人口1万人） 
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バスケット・バレーボール 

• ゲーム中に水分補給が難しい 

• 室内環境であるため、気流が少なく、湿度も
高くなる傾向 

• 脱水になりやすい 



剣道・柔道 

＜剣道＞ 

• 防具（特に面）の着用により、からだの熱が逃
がしにくい。水分補給がしにくい 

＜柔道＞ 

• 持久走やダッシュ練習などの基礎体力トレー
ニング時に多く発生 

• 乱取り稽古後なども多い 

• 低学年の体力が低い者や肥満傾向者に多い 

 



バドミントン 

• シャトルの飛球への影響があるため、基本的
に窓やドアを締め切った条件で練習・試合を
行う。室内温湿度の上昇、気流がないため、
汗の蒸発効率が低下し、高体温になりやすい 



 



 


